
　前号のつなぐ VOL.127 において三
田市議会の市政相談の案内をした際に、
「JR新三田駅前ロータリーの草が伸びて
汚い」を相談事例の一つとして掲載しま

した。平成27年 5月 2日議会報告会でも参加者
よりご指摘がありましたが、これは 25年 5月市
民より市の公聴に寄せられた相談事例を参考とし
て掲載したものです。ロータリー西側の花壇につ
いて言及したものではありませんので、ご理解を
よろしくお願いします。

プレゼント当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。
・個人情報は厳重に管理・保護いたします。
・いただいたご意見、ご感想を掲載させていただくことがありますので、ご了承ください。

15 議8-030 A4

　応募者の中から抽選で3人に三田市特製キッピース
トラップまたは、小さなぬいぐるみを進呈します。答えの

「円」と理由、お名前（ペンネーム）、ご住所、性別、年齢、「つなぐ」を読まれ
た感想を明記の上、6月26日（金）必着で以下のいずれかにお送りください。

　今号は、政務活動費と議会報告会を中心に構成し
ています。報告会では貴重なご意見ありがとうござい
ました。これからも「つなぐ」は、あらゆる人と共に、ま
たつながりを深めていけるよう頑張ってまいります。

議会広報委員会
［委　員　長］ 長尾明憲　［副 委 員 長］ 西上俊彦
［委　　　員］ 大西雅子　美藤和広　福田秀章　厚地弘行
［議会事務局］ 今井和範　森鼻大介　酒井和裕

問　何が入る？

　送り先
  gikai_u@city.sanda.lg.jp
FAX 079-564-2992

「２」数字の中の「○（まる）」
の数の合計でした。

前回の答

三田市議会だより　　　　　2015.6 vol.128　
〒669-1595 三田市三輪2-1-1 　TEL.079-559-5162　FAX.079-564-2992

gikai_u@city.sanda.lg.jp 市議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。

Twitter

Facebook

議会会議録

Ustream
インターネット録画中継

http://www.city.sanda.lg.jp/shiseijouhou/gikai
三田市議会HP

○　◎　○　◎　？　○

　左から順に並ぶ円は、
何かを表しています。
　？にはどんな円が入る
でしょう。

編 集
後 記

※上記予定は、変更する場合があります。最新の情報はホームページでご確認ください。
本会議は市役所本庁舎６階本会議場で、その他は６階委員会室で開催予定です。

6月定例会の日程

5/25㈪
第331回定例会告示 
10：00〜　議会運営委員会
予算決算常任委員会理事会 

6/3㈬ 請願・陳情〆

5㈮ 10：00〜　本会議（第1日）　
市長提案理由説明　予算決算常任委員会

8㈪ 10：00〜　企画総務常任委員会
予算決算常任委員会（企画総務分科会）

9㈫ 10：00〜　福祉教育常任委員会
予算決算常任委員会（福祉教育分科会）

10㈬ 10：00〜　都市環境常任委員会
予算決算常任委員会（都市環境分科会）

11㈭ 10：00〜　予算決算常任委員会
（全体会：表決のみ、10：00〜）

今後の予定
15㈪ 13：30〜　議会運営委員会

18㈭   9：30〜　議会運営委員会
10：00〜　本会議（第2日）一般質問

19㈮ 10：00〜　本会議（第3日）一般質問
22㈪ 10：00〜　本会議（第4日）一般質問

25㈭   9：30〜　議会運営委員会
10：00〜　本会議（第5日）表決

【相談場所】	市役所 6階　委員会室
【相談時間】	午後 1時から
	 1人につき30分　5件まで

【申し込み】	 議会事務局まで　559-5162

次回市政相談は
7月1日（水）です。

～梅雨時は三田市立図書館で
　のんびりと～

　雨が続くこの季節も、三田市
立図書館で快適な読書をお楽
しみください。２階にカフェス
ペースや無線LAN優先席もあり
ますよ。

広野りおさんのホームページ
http://punchdrops.com/

表 紹紙 介

ご理解を

せんしばんこう

この広報紙は環境保護のため、
植物油インキを使用しています。

あら ゆ る人と共 に…
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政務活動費＼市内で行う視察＼議会報告会
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平成26年度 政務活動費使用実績

会派名
（会派人数） 交付額 研究研修費 調査旅費 資料作成費 資料購入費 要請・陳情

活動費 広報広聴費 備品費 通信運搬費 支出合計

草莽の会
（5人） 3,600,000 10,000 1,888,588 198,115 535,227 0 0 229,071 744,228 3,605,229

新政みらい
（4人） 2,880,000 532,422 494,695 681,978 376,117 0 7,450 145,312 349,870 2,587,844

市民の会第一
（3→2人） 2,040,000 536,430 658,060 19,958 252,614 0 0 59,400 480,402 2,006,864

日本共産党
（3人） 2,160,000 592,540 160,780 678,762 332,597 0 0 114,000 269,151 2,147,830

公明党
（3人） 2,160,000 741,342 476,579 161,556 118,511 0 1,394 110,904 392,345 2,002,631

市民の会第二
（3人） 2,160,000 581,692 507,298 345,739 119,337 0 0 110,650 459,433 2,124,149

無会派①
（1人） 720,000 53,240 44,010 23,944 143,687 0 0 32,184 122,618 419,683

無会派②
（1人）2月から 120,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（単位：円）

　会派統合等の理由により、年度途中に会派人数の変更が生じているため、これを反映し、年度末に市長に報告したも
のが下表です。残額は市に返還されます。支出額が交付額を超える分は会派の負担となります。

領収書を含む支出報告書等は、すべて議会事務局で、どなたでも閲覧していただけます。 お問合せ：８ページ下

交付の内訳（１会派当たり）＝月額60,000円×所属議員数×月数

　政務活動費とは、地方自治法に基づく経費で、他市の先進的な取組み事例を研究する行政視察や、資料の作成費など
多岐に渡って活用されています。金額は市長の附属機関である報酬審議会で決定されています。

　全国の自治体や団体のある場所まで行き、そこで得た知識を三田市政に生かすのも
行政視察の一つですが、市内の施設や団体の現状を把握するための「管内視察」も議
員の大切な役割です。

市内で行う視察
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　三田市のノウハウを他市（町）にも役立ててもらえるよう、全国の議会からの
行政視察の受け入れも行っています。

「連節バス（オレンジアロー号）について」「三田市議会広報誌について」「三田市議会の議会運営について」

４月１６日
京都府舞鶴市議会
議会運営委員会

5 月19 日
鹿児島県姶良市議会
広報広聴特別委員会

5 月 27 日
群馬県前橋市議会
総務常任委員会

受け入れ

管内視察

【福祉教育常任委員会】
4 月15 日
サンヒルズ八景１番館（サービス付き高齢者向け住宅）
　新築直後の施設のサービス体制の報告を受け、市の高齢者に関する課
題について職員の皆さんと意見交換を行いました。

【企画総務常任委員会】
4 月 28 日
消防署東分署 → 消防団器具庫（上槻瀬・本庄）
　消防施設の現状見学の後、消防団幹部の皆さんと三田市消防団が担う
防災の役割などについて意見交換を行いました。

【都市環境常任委員会】
4 月 28 日
三田市育苗センター（加茂）
　建替え工事を予定しているセンターの現状見学の後、建て替え後の施
設の規模や市内農家の育苗状況についてＪＡ職員の皆さんと意見交換を
行いました。
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4月25日（土） 午後2時〜3時30分

高平ふるさと交流センター　
【出席議員】 福田秀章／長尾明憲／北本節代 
 坂本三郎／肥後淳三／平野菅子

 

①分かりやすかった
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②普通回答なし
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アンケートでの自由意見 （5 〜 7 頁下に掲載、会場別ではありません）

・初めて議会報告会に参加させていただいて有意義でありました。少し市、市議会のことがわかりました。（60 代男性）

・市民から沢山の質問や意見が出された。大変良い議会報告会だったと感じました。（60 代男性）

・色んな住民の生きた声を聞いて頂いた上で、議員の皆様の今後の活動にいかしてください（50 代女性）

・この様な報告会は議会が身近になって良いことですね。お疲れ様でした。（60 代男性）

・議会で何が行われているか見えないのでこの様な会は必要であるが、知らない人が多いのでは。それを見越したような
会場設定（人数）になっていないか、改善しては？（60 代）

・市民用のマイクが音割れして聞こえにくかった。（50 代男性）

・パワーポイントは明るくしても見えますので、会場を明るくしてください。（50 代男性）

・市政相談会を土・日にも開催してください。もう少し時間が必要に思います。（50 代男性）

・今後報告会から語る会に移行して行けばBetter。時間の配分も質疑応答を主体に成ればGOOD。（60代男性）

市のホームページでコミュニティＦＭが聴けるようになっているが、市がＰＲしたい番組だ
けが聴ける状態である。タイムリーな情報番組が流せないか。

参加者

自宅近くのバス停があまりにも遠すぎる。健康であれば歩いて40 分かかっても良いが、
公共交通について議会は、もっと声を上げてほしい。

参加者

近年認知症が増加してきており、義務教育で認知症に取り組んでいただけると理解が深
まると考える。

参加者

議員タイムリーな防災情報を流す件については議会でも議論している。ＦＭの電波が届かない
エリアは防災行政無線でカバーするなどの対策が必要と考える。番組がホームページで聴
けるまでの期間を確認する。
→【その後】前月分の放送番組を毎月１５日に掲載している。

議員
まさに三田市の課題である。市では昨年１１月に地域公共交通会議を立ち上げ、どのよう
な地域交通が必要かを議論することになっている。また、生活不便地域へのコミュニティ
バスの導入指針が機能していない件についても、議論され見直されるものと考えている。

議員
確かに高齢化社会になり認知症の方は増加してきている。ご提案の教育での取り組みについて
は、貴重なご意見と受け止め、議会でも取り上げて行きたい。

議会報告会を開催しました
　報告会前半では、３月定例会の会期中に予算決算常任委員会で審議した内容を議員から報告し、
引き続き参加者の皆さんからのご質問やご意見を伺いました。5 ページから一部のみ掲載しています。
他のご意見や、その後の市の回答などは後日ホームページに公開いたします。

概 要 　　　　27 年度予算では新たなまちづくりへの行政サービス・防災拠点として完成した庁舎での業務開始とサー
ビスの提供を始め、三田駅前再開発の本格始動、新三田駅や相野駅周辺の将来の発展に向けた都市基盤の整備
が進められます。また、「子育てするならゼッタイ三田」を合言葉に子育て支援や若い世代の入居と定着など将来
を見据えた取り組みや三田市の魅力を広く発信し PR していくシティセールスに一層の力を入れ、積極的な予算と位
置づけられています。

（問）説明会の内容はいかがでしたか

1）説明について 2）配布資料について

平成27年4月25日(土）
高平ふるさと交流センター

平成27年4月26日(日）
ウッディタウン市民センター

平成27年5月2日(土）
市役所本庁舎 計

三田地区 2 3 6 11
三輪地区 3 1 10 14
広野地区 0 0 0 0
小野地区 2 0 0 2
高平地区 11 0 0 11
藍地区 2 0 0 2
本庄地区 0 0 0 0
フラワータウン地区 1 2 9 12
カルチャータウン地区 0 0 1 1
ウッディタウン地区 4 8 7 19
その他（市外） 1 2 4 7
参加人数合計 26 16 37 79
回収アンケート数 14 8 12 34

回収アンケート
（34 人）中回答の

あった構成比
※グラフは無回答を含まない

ため、アンケートの数とは
異なる場合があります。
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5月2日（土） 午後2時〜3時30分

三田市役所本庁舎　委員会室　
【出席議員】 森本政直／大西雅子／長谷川美樹
 家代岡桂子／佐貫尚子／田中一良／美藤和広

4月26日（日） 午後2時〜3時30分

ウッディタウン市民センター　
【出席議員】 檜田充／西上俊彦／松岡信生／今北義明
 中田初美／笠谷圭司／厚地弘行

議会報告会について地域を変えて回数を増やしてはどうか。予算の内容だけでなく、さま
ざまな情報、報告会に来てよかったといえるような内容にしてほしい。

参加者敬老月間推進事業について記念品配付とあるが、今後見込まれる対象人数の増にどう対
応するのか。敬老会の今後のあり方について見直しが必要ではないか。

参加者

市の観光行政について、陣屋跡の堀がある古いまちなみや金心寺などは地域の宝物。外
国人が三田の町を観光で歩いているのをみたことがない。黒字化も大切だが観光事業を
活性化して活力ある街にしていただきたい。

参加者

三田市民病院での介護車両の乗降には車両の幅だけでなく、後部にもスペースが必要で
あるが、２階のロータリーについて乗降しやすくしてほしい。

参加者

各補助金の見直しについてどうなっているか。（昨年度の議会報告会で意見として聞いて
いた件）

参加者

議員
議会基本条例で年１回以上開催することを規定している。市の予算は議会が承認している
ので説明の必要があるとの認識から今後も報告していく。テーマ形についても意見交換を
していく。議員間での討論の状況も今後公表できればと思う。

敬老会の記念品をやめてはどうかとの意見もあるが、新しいことにどんどん予算がつくよ
うな状況ではない中、必要なところに予算をつけられるよう、事業仕分けが必要では。

参加者

議員
市も事業仕分けに向けた一定の事業評価を行っている。事業を常にＰＤＣＡでとらえて、最
終的に事業仕分できるようにするのが理想だが、今のところは市議会の予算決算常任委員
会で内容を審議している。進め方については、もうしばらく様子を見ていただきたい。

議員敬老行事については各地区単位で実施しており、地区によって違いがある。記念品を喜こ
ぶ高齢者もおられる現状なので、貴重なご意見として伺う。

議員成長から成熟のまちへ。議会としても観光についてしっかりと認識し、議会からどんどん
と提案できるようにしていきたい。議員

早急に対応するよう伝える。
→【その後】増築工事の際に同時に改修する旨の担当部局からの回答があった。

議員
昨年度に文書で要望を伝え市で検討をすすめられた。今年の３月末までに補助金の指針が出さ
れる予定だったが遅れているので、急ぐよう強く要望していく。

アンケートでの自由意見 （5 〜 7 頁下に掲載、会場別ではありません）

・これからも勉強会、研修会という観点から積極的に参加したい。分かり易い報告会ありがとうございました。（50代男性）

・議会報告会→職員（市）からの意見も聞いてみたい。意見交換の時間が短い。（60代女性）

・議員の方が8人も参加されているのに市民側が10数名とは寂しいかぎりです。こんなに関心が低くていいのでしょう
か、自問自答しています。（60代男性）

・活発な意見があって大変に勉強になりました。（60代男性）

・私達の住環境をもっと見つめていきたい。良い三田のために何ができるか行動したい。（60代男性）

・報告も良いが、参加者は意見を聞いてほしいと思う。（60代女性）

・議会報告会資料における行政側のあたりさわりのない内容でびっくり。答弁としてはそんなもんかもしれないが、もう
少し具体的な答弁の引き出しに議員の方もご努力ください。（50代男性）

アンケートでの自由意見 （5 〜 7 頁下に掲載、会場別ではありません）

・各種団体の補助金の適正化を一日も早くしてほしい。報告会本音で話し合えるといいですね。敬老会を変えるには地
区の議員に言えばよいと言われた市議の答弁はおかしい、市議は市全体を考えるべきである。（60代）

・三田市民病院の患者及び家族に対して、医師・看護師の対応が事務的であり、相手の気持ちに寄り添っていない。立
派な病院の理念があるだけ、医師は上から目線で対応、病院から患者の家族に電話があるさい非通知でかかってくる。
現在非通知の表示がある場合は電話に出ない状況が一般的であり、非通知での電話はどうかと思う。（50代女性）

・市議会の存在意義が問われている。形式的な議会から実態があり実行力のある議会へ（60代男性）

・生意気を言うようですが、議会報告会というよりも特定の参加者の独演会に思える。議員の方の勉強の不足を感じ
た、逃げの姿勢があった。時間を気にしすぎ。（40代女性）

・わざわざ出向くことが必要でないほど資料がおそまつ、議会報告会の内容をもっと詳しいものにしていただきたい。歳
入歳出の内訳など具体的内容の公表がなければ不正に使われているかもわからない。（50代女性）

　　　 ＊ＰＤＣＡ：４つの段階（Plan：計画を立てるDo：実行するCheck：評価するAction：改善する）を繰り返すことで、
業務を円滑に進めるための手法の１つ。
説 明
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